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ご質問、ご要望がございましたら、 

お気軽にお問合せください。 
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 過ごしやすい日が時よりあるものの、まだまだ暑い日

が続いております。また、台風による天気の崩れなどもあ

るため、体温調整をはじめとした体調管理には十分お気を

付けください。 
  

 88号では、第3回・第4回大学説明会やSPORTEC2018のブース出展

について紹介しております。 

スポーツで未来を拓く自分を創る 

 平成30年 8月 31日 

 
平成30年度第3回・第4回大学説明会を開催しました！ 

 8月11日（土）、12日（日）筑波大学東京キャンパス文京

校舎において、第3回・第4回大学説明会を開催しました。

本説明会は、例年この時期に開催され、夏休み中の高

校生のみならず、多くの保護者の方も参加をされます。

今回は、2日間で合計70名（保護者含む）の参加があり、

過去最多の参加者数となりました。  

 本説明会前半では、アドミッションセンターの隅野講師

より大学紹介や入試概要などの全体説明が行われ、後

半では、教務課職員及び卒業生を交え、個別相談を行い

ました。説明会後のアンケートでは個別相談について、

「丁寧な説明で参考になりました。」や「疑問に思っていた

ことを直接聞くことができたので良かった。」などのコメン

トも寄せられました。今後もさらなる参加者数の増加や説

明会・個別相談の充実を図り、少しでも多くの方に本学に

ついて知っていただけるよう、サテライトキャンパスとして

活動していきたいと考えております。 

https://www.nifs-k.ac.jp/ 

大学説明会の様子 
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国立大学法人鹿屋体育大学 東京サテライトキャンパス  

［開所時間］平日 9 時 00 分～17 時 00 分 

〒112-0012 東京都文京区大塚 3-29-1 筑波大学・鹿屋体育大学連携推進室 341 室  

TEL 03-6902-1240 FAX 03-6902-1371 E-mail satellite@nifs-k.ac.jp 

 
SPORTEC2018 ウェルネスフードジャパンにブース出展しました！ 

【SPORTEC2018】日本版NCAAに関するセミナーへ出演しました！ 

 7月26日（木）東京ビッグサイトにて、大学スポーツの振興に向

けたスポーツ局の設置と戦略～日本版NCAA構想の進捗状況～

が開催され、東京サテライトキャンパス職員が出演しました。本

セミナーでは、江戸川大学小林至教授より米国でのNCAAに関

する説明を交えながら、日本版NCAAにおけるこれまでの進捗状

況について説明がなされました。その後、筑波大学、福岡大学及

び本学の事例紹介が行われました。本学は、「日本版NCAA 鹿

屋体育大学のこれまでの取組」というタイトルで事例紹介を行い

ました。事例紹介後のパネルディスカッションでは、「日本版

NCAAの学内における理解度」や「学生からどのような声が寄せ

られているか」などをはじめ、小林先生より様々な質問が出演者

へなされ、今後の日本版NCAA設立に向けて、活発な意見交換

が行われました。  

 7月25日（水）から3日間、東京ビッグサイトにおいて開

催されたSPORTEC2018 ウェルネスフードジャパンに本

学のブースを出展しました。SPORTECは日本最大級の

スポーツ健康産業の総合展示会であり、本学前学長の

福永哲夫名誉教授が実行委員長を務めています。参

加企業等も年々増加しており、今年は3日間で51,005人

（スポルテック事務局発表）の来場者がありました。会

期中は、企業等のブース出展のみならず、セミナーやイ

ベントなどが多数開催されており、スポーツ・健康に関

する様々な情報に触れることができます。また、前田明

学長補佐が理事長を務める日本スポーツパフォーマン

ス学会では、テーマ「トップアスリートを支えるコーチン

グと実践研究」と題した学会大会も開催されました。 

 本学の出展ブースでは、職員に加え亀田麻衣特任助

教にも協力いただき、本学が有するスポーツパフォーマ

ンスセンターをはじめとした施設・最新測定機器の紹介

や産学連携の成果物の紹介を通じて、本学への受託・

共同研究の広報活動を行いました。大学が自らブース

出展することは少なく、スポーツ・健康の関係者のみな

らず一般の来場者にも本学出展ブースに興味を持って

くださる方が多くいました。来場者や他のブース出展社

から製品の効果測定や共同開発に関する問合せもい

ただき、今回のブース出展は本学と企業を結びつける

機会となりました。今後も本学がもつスポーツ分野に関

するノウハウ等をPRし、さらなる産学連携の推進に努

めていきたいと考えております。 

https://www.nifs-k.ac.jp/ 
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発表の様子（上）と出演者の皆さん（下） 

SPORTEC2018での様子 


